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１ 研究主題 

進んでコミュニケーションを図ろうとする子どもの育成（三年次） 

～評価規準を明確にした授業実践～ 

 

２ 研究主題設定の意図 

  本年度から小学校外国語活動が全面実施された。そして、指導要録に児童にどのような力が身に

付いたかを文章で記述することになった。そこで、本年度は、「コミュニケーションを図る姿の明確

化」に焦点を当て、そこに迫るための方策を以下の視点から探った。 

  ・観点ごとの評価規準を明確にした指導計画と学習展開 

  ・場面設定の工夫 

・評価の方法と具体 

  考えた方策が、進んでコミュニケーションを図る姿を具現することに有効であったかを研究授業

を通して検証した。 

 

３ 事業の実際 

  ○５月 外国語活動部研究計画の検討 ブロック割と運営体制の検討 

  ○６月 研究計画の確認 

ブロックでの打ち合わせ 

     ・授業者の決定 

     ・役割分担 

○７月 部員による模擬授業とワークショップ 

   ・「道案内をしよう」村上大樹教諭（上所小） 

   ・「色を使った活動」小林直子教諭（内野小） 

   ・「Go straight!」「「Let’s Bingo!」坂井千鶴教諭・伊藤忍教諭（亀田東小） 

   ・「ホットポテト（ゲームを通して発音してみよう）」江端正昭教諭（笠木小） 

   ・「豆投げゲーム」坂井邦晃教諭（太夫浜小） 

   ・「普段使いのクラスルームイングリッシュ」藤澤京美教諭（小針小） 

○８月 講演会 

     ・講師 文京学院大学教授 渡邉寛治様 

     ・演題『PDCAサイクルによる 小学校「外国語活動」の進め方のポイント』：点検と評価 

     ・会場 クロスパル新潟 

○９月 指導案検討会 

  ○11月 研究授業 

・北・東・新潟島ブロック  ６年「できることを紹介しよう」坂井邦晃教諭（大夫浜小） 

     ・秋葉・江南・中央ブロック ６年「行ってみたい国を紹介しよう」矢部直美教諭（南万代

小） 

      指導案検討会・・・西・西蒲原・南ブロック 

  ○12月 研究授業 

・西・西蒲原・南ブロック ６年「自分の一日を紹介しよう」永井仁司教諭（新飯田小） 

      一人一実践発表・・・北・東・新潟島ブロック、秋葉・江南・中央ブロック 


